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1 　記憶力や判断力を測定します
2 　静止視力や動体視力、視野の広さを調べます
3.4 教習所内を実車走行して、運転の特性をドライブレコーダーの映像で振り返ります

1 4～　　は免許更新前に75歳以上の人が受ける検査・講習の流れです。

75
歳
以
上
の
運
転
者
が
起
こ
し
た
死
亡
事
故

件
数
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
1
位
。
こ
れ
は
警
察
庁

が
平
成
27
年
に
75
歳
以
上
の
免
許
人
口
10
万
人

に
対
し
て
の
死
亡
事
故
件
数
を
調
査
し
た
も
の

で
、
石
川
県
は
25
·
07
件
と
全
国
最
多
。
75
歳
未

満
の
運
転
者
に
比
べ
る
と
、
2
倍
以
上
の
事
故

率
を
抱
え
て
い
る
実
態
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し

た
。今

年
3
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
道
路
交
通
法

で
は
、
75
歳
以
上
の
運
転
者
が
信
号
無
視
や
一

時
不
停
止
な
ど
の
一
定
の
違
反
行
為
を
行
っ
た

場
合
に
は
「
臨
時
認
知
機
能
検
査
」
を
受
け
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
運
転

者
の
記
憶
力
や
判
断
力
が
低
下
し
て
い
な
い
か

検
査
す
る
も
の
で
、
結
果
が
一
定
の
基
準
に
該

当
し
な
い
場
合
は
臨
時
の
高
齢
者
講
習
の
受
講

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
免
許
証
更
新

時
の
「
認
知
機
能
検
査
」
も
強
化
さ
れ
、
認
知
症

の
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
人
は
、
違
反

の
有
無
を
問
わ
ず
医
師
の
診
断
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。

法
改
正
に
よ
っ
て
認
知
機
能
の
衰
え
に
よ
る

事
故
の
軽
減
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
免
許
取
消

と
な
れ
ば
生
活
の
足
を
失
っ
て
し
ま
う
人
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
県
内
の
65
歳
以
上
の
運
転

免
許
証
保
有
率
（
平
成
28
年
中
）
は
約
24
％
、
つ

ま
り
4
人
に
1
人
が
高
齢
運
転
者
と
い
う
数
字

は
生
活
に
車
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
増
え
る
高
齢
運
転

者
の
事
故
を
減
ら
す
サ
ポ
ー
ト
や
、
生
活
を
支

え
る
地
域
の
取
り
組
み
を
考
え
ま
す
。

「
難
し
い
検
査
な
ん
だ
ろ
う
か
」「
結
果

が
悪
く
て
車
を
運
転
で
き
な
く
な
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
」。
検
査
を
受
け
る
75
歳
以

上
の
高
齢
者
は
不
安
を
抱
え
な
が
ら
本
番

に
臨
み
ま
す
。
高
齢
者
講
習
指
導
員
の
松

浦
文
治
さ
ん
は
「
加
齢
に
伴
っ
て
誰
で
も

認
知
機
能
が
低
下
し
、
そ
の
程
度
に
も
個

人
差
が
表
れ
ま
す
。
代
替
交
通
が
な
い
人

や
周
り
に
助
け
を
求
め
ら
れ
な
い
人
に
は
、

結
果
を
伝
え
る
の
が
心
苦
し
い
で
す
」
と

胸
の
内
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
検
査
や

講
習
の
目
的
は
、
危
険
運
転
者
を
減
ら
す

こ
と
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
感
覚
能
力
を

理
解
し
対
策
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
今

ま
で
無
事
故
だ
っ
た
人
も
過
信
す
る
こ
と

な
く
、
夜
間
や
悪
天
候
時
は
運
転
を
控
え

た
り
、「
高
齢
者
マ
ー
ク
」
を
表
示
し
た
り

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
全
国
の
自
動
車
学
校
で
は
、
脳

の
老
化
を
遅
ら
せ
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
組
む
と
こ
ろ
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
七
尾

自
動
車
学
校
で
も
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
っ
て
参
加
者
同
士
で
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し

む
「
脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
導
入
し
、
高

齢
運
転
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
心
身
の
健

康
を
維
持
す
る

こ
と
も
、
長
く

安
全
に
運
転
す

る
た
め
に
必
要

な
こ
と
で
す
。

加
齢
は
不
安
、
で
も
車
を
手
放
す
の
は
も
っ
と
不
安

高齢者の運転免許証自主返納を支援しています

七尾警察署で免許証の取消申請をする。 運転免許取消通知書と運転免許証の
コピーをもらう。

防災交通課または各地区行政サービスコーナーで
補助金申請を行うと、後日指定口座に振り込まれる。

（      の書類・印鑑・通帳を持参）

高齢になって運転に不安を感じはじめたので、
思い切って返納しました。不便に感じてはいま
すが、車の維持費もかかりませんし、買い物で
も余計なものは買わなくなりました。事故を起
こす前に返して良かったです。

返 納者の声

運転に自信がなくなり「もう車は運転しない」と決めた人は免許証を返納することができます。
65歳以上の自主返納者には市内の協力事業所から七尾鹿島交通安全協会を通じて特典が贈られ、70歳以上の人にはさらに市
から1万2千円が補助されます。（問：防災交通課　☎53-6880　または　七尾警察署交通課　☎53-0110）

1 2 3

身分証明書としての運転経歴証明書が申請できます。

高齢者マークを表示して
安全を保持しましょう。

こんなことが苦手

ブレーキをしっかり踏めない、踏むのが遅い

姿勢が悪くなり、脚力も弱まるので急ブ
レーキができません。つま先でペダルを踏む
人が多く、ペダルを踏み替える時に引っかか
ることもあります。

一時不停止や信号無視など安全不確認が多い

注意が1点に集中しやすくなるので、停止し
きらないまま目だけで確認したり、確認した
つもりが視覚機能や判断力の低下で危険
に気づいていなかったりします。

センターラインを割ったり、逆走したりする

空間の認識力が欠けてくるので、車幅感覚
がわからなかったり、道路状況を察知しにく
くなったりします。

高齢運転者は

運転免許証を返納した日（取
消日）から5年以内であれ
ば、警察署で申請できます。

（申請手数料 1,000円）
※交通安全協会会員は無料
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運
転
を
卒
業
で
き
ま
す
か

地域の足をどう守る
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地域の足をどう守る

※水上町～花園口は10月～12月の間
運休

路線バスの現状

―交通弱者を支える南大呑さわやか送迎サービス―

生活の足を
地域で守っていく

水上線

脇　線

水上町～ＪＲ七尾駅前もしくは
能登総合病院（1日2往復）

氷見市脇町～ＪＲ七尾駅前（1日5往復）

南
大
呑
地
区
の
花
園
口
バ
ス
停
か

ら
、
山
間
部
に
向
か
っ
て
車
で
走
る

こ
と
約
10
分
。
さ
ら
に
車
1
台
が

や
っ
と
通
れ
る
よ
う
な
脇
道
に
入
る

と
、
高
齢
世
代
の
6
世
帯
が
生
活
す

る
水
上
町
に
到
着
し
ま
す
。
住
民
の

主
要
な
移
動
手
段
は
七
尾
駅
（
公
立
能

登
総
合
病
院
）
間
を
1
日
2
往
復
す
る

路
線
バ
ス
「
水
上
線
」。
し
か
し
、
水

上
線
の
利
用
者
の
減
少
に
伴
っ
て
、

交
通
事
業
者
か
ら
市
に
路
線
を
廃
止

で
き
な
い
か
と
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。

バ
ス
路
線
が
廃
止
と
な
っ
た
場
合
、

生
活
の
足
を
失
っ
て
、
困
る
人
が
出

て
き
ま
す
。
こ
の
大
き
な
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、
代
替
と
な
る
交
通
手

段
と
し
て
「
住
民
主
体
に
よ
る
予
約
運

行
型
送
迎
サ
ー
ビ
ス
」
を
取
り
入
れ
よ

う
と
、
市
と
南
大
呑
地
域
づ
く
り
協

議
会
は
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
「
南
大
呑
さ
わ
や

か
送
迎
サ
ー
ビ
ス
」
は
住
民
有
志
が
運

転
役
を
担
い
、
花
園
口
バ
ス
停
か
ら

水
上
町
バ
ス
停
ま
で
の
区
間
が
運
行

休
止
に
な
る
10
月
か
ら
12
月
末
ま
で

の
3
カ
月
間
、
試
験
運
行
を
行
っ
て

い
ま
す
。

週
3
日
の
運
行
の
う
ち
、
水
曜
日

の
運
転
手
は
池
岡
徹
さ
ん
で
す
。
7

時
30
分
に
花
園
口
バ
ス
停
で
降
車
し

た
平
田
美
智
子
さ
ん
を
出
迎
え
、
水

上
町
集
会
所
前
ま
で
送
り
ま
す
。
平

田
さ
ん
は
現
在
家
族
が
住
む
別
の
地

域
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
週
2
回

家
の
管
理
や
畑
仕
事
の
た
め
に
自
宅

を
訪
れ
て
い
ま
す
。「
バ
ス
が
運
休
す

る
と
聞
い
て
困
っ
と
っ
て
ん
け
ど
、

こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
っ
て
聞

い
て
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
わ
」
と
笑
顔

で
話
す
平
田
さ
ん
。
13
時
過
ぎ
に
七

尾
駅
に
向
か
っ
て
発
車
す
る
バ
ス
に

合
わ
せ
て
迎
え
に
来
る
池
岡
さ
ん
も

「
ま
た
昼
に
ね
」
と
温
か
く
見
送
っ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
足
で
今
度
は
小
川
内
町
へ
。
集

会
所
前
に
は
病
院
へ
向
か
う
川
上
信

子
さ
ん
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
家
族
の
出
勤
に
合
わ
せ
て
バ
ス

停
ま
で
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
川
上

さ
ん
は
「
冬
は
バ
ス
停
の
待
合
室
も
寒

い
し
、
便
利
で
あ
り
が
た
い
わ
」
と
新

た
な
交
通
手
段
に
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
。
花
園
口
の
バ
ス
停
で
下
車
す

る
と
「
あ
り
が
と
ね
」
と
軽
快
な
足
取

り
で
バ
ス
に
乗
車
し
て
い
き
ま
し
た
。

「
今
は
バ
ス
が
廃
止
に
な
っ
た
時
の

予
行
練
習
。
地
域
の
人
が
取
り
残
さ

れ
る
の
を
黙
っ
て
見
過
ご
す
訳
に
は

い
か
ん
け
ど
、
本
当
に
バ
ス
が
な
く

な
っ
た
ら
運
行
ダ
イ
ヤ
も
増
や
さ
ん

な
ん
。
私
ら
も
歳
取
っ
て
く
し
、
若

く
て
常
駐
で
き
る
運
転
手
が
ど
ん
だ

け
確
保
で
き
る
ん
か
」
と
話
す
池
岡
さ

ん
と
協
議
会
の
前
田
忠
さ
ん
。
運
行

の
担
い
手
が
地
域
の
実
情
を
良
く

知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
見
え
る
課
題

が
あ
り
、
取
り
組
め
る
解
決
策
が
あ
り

ま
す
。

　路線バスやコミュニティバス、タクシーなどの
公共交通は、高齢者や子どもなど自動車を運転
しない人にとって、なくてはならない交通手段で
す。これら生活の足である公共交通は、地域の
皆さんの利用があって守られています。
　大切な交通手段を将来にわたって守るために、
市は路線バスの赤字補てんを行って維持に努めて
います。地域の皆さんも、共に公共交通を守る
という意識を持って利用してください。

公立能登総合病院

脇線

花園口バス停

水上町バス停

七尾駅

バスやタクシーなどの公共交通を
利用しましょう

乗客に安全で安心なサービスが提供でき
るよう、運転者は国土交通大臣認定の
市町村運営有償運送の運転者を対象とし
た講習を受講しています。
関係法令の基礎的な知識や利用者が乗
車している時の運転の技術を習得しま
す。

水上線
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地域の足をどう守る

※水上町～花園口は10月～12月の間
運休

路線バスの現状

―交通弱者を支える南大呑さわやか送迎サービス―

生活の足を
地域で守っていく

水上線

脇　線

水上町～ＪＲ七尾駅前もしくは
能登総合病院（1日2往復）

氷見市脇町～ＪＲ七尾駅前（1日5往復）

南
大
呑
地
区
の
花
園
口
バ
ス
停
か

ら
、
山
間
部
に
向
か
っ
て
車
で
走
る

こ
と
約
10
分
。
さ
ら
に
車
1
台
が

や
っ
と
通
れ
る
よ
う
な
脇
道
に
入
る

と
、
高
齢
世
代
の
6
世
帯
が
生
活
す

る
水
上
町
に
到
着
し
ま
す
。
住
民
の

主
要
な
移
動
手
段
は
七
尾
駅
（
公
立
能

登
総
合
病
院
）
間
を
1
日
2
往
復
す
る

路
線
バ
ス
「
水
上
線
」。
し
か
し
、
水

上
線
の
利
用
者
の
減
少
に
伴
っ
て
、

交
通
事
業
者
か
ら
市
に
路
線
を
廃
止

で
き
な
い
か
と
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。

バ
ス
路
線
が
廃
止
と
な
っ
た
場
合
、

生
活
の
足
を
失
っ
て
、
困
る
人
が
出

て
き
ま
す
。
こ
の
大
き
な
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、
代
替
と
な
る
交
通
手

段
と
し
て
「
住
民
主
体
に
よ
る
予
約
運

行
型
送
迎
サ
ー
ビ
ス
」
を
取
り
入
れ
よ

う
と
、
市
と
南
大
呑
地
域
づ
く
り
協

議
会
は
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
「
南
大
呑
さ
わ
や

か
送
迎
サ
ー
ビ
ス
」
は
住
民
有
志
が
運

転
役
を
担
い
、
花
園
口
バ
ス
停
か
ら

水
上
町
バ
ス
停
ま
で
の
区
間
が
運
行

休
止
に
な
る
10
月
か
ら
12
月
末
ま
で

の
3
カ
月
間
、
試
験
運
行
を
行
っ
て

い
ま
す
。

週
3
日
の
運
行
の
う
ち
、
水
曜
日

の
運
転
手
は
池
岡
徹
さ
ん
で
す
。
7

時
30
分
に
花
園
口
バ
ス
停
で
降
車
し

た
平
田
美
智
子
さ
ん
を
出
迎
え
、
水

上
町
集
会
所
前
ま
で
送
り
ま
す
。
平

田
さ
ん
は
現
在
家
族
が
住
む
別
の
地

域
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
週
2
回

家
の
管
理
や
畑
仕
事
の
た
め
に
自
宅

を
訪
れ
て
い
ま
す
。「
バ
ス
が
運
休
す

る
と
聞
い
て
困
っ
と
っ
て
ん
け
ど
、

こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
っ
て
聞

い
て
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
わ
」
と
笑
顔

で
話
す
平
田
さ
ん
。
13
時
過
ぎ
に
七

尾
駅
に
向
か
っ
て
発
車
す
る
バ
ス
に

合
わ
せ
て
迎
え
に
来
る
池
岡
さ
ん
も

「
ま
た
昼
に
ね
」
と
温
か
く
見
送
っ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
足
で
今
度
は
小
川
内
町
へ
。
集

会
所
前
に
は
病
院
へ
向
か
う
川
上
信

子
さ
ん
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
家
族
の
出
勤
に
合
わ
せ
て
バ
ス

停
ま
で
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
川
上

さ
ん
は
「
冬
は
バ
ス
停
の
待
合
室
も
寒

い
し
、
便
利
で
あ
り
が
た
い
わ
」
と
新

た
な
交
通
手
段
に
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
。
花
園
口
の
バ
ス
停
で
下
車
す

る
と
「
あ
り
が
と
ね
」
と
軽
快
な
足
取

り
で
バ
ス
に
乗
車
し
て
い
き
ま
し
た
。

「
今
は
バ
ス
が
廃
止
に
な
っ
た
時
の

予
行
練
習
。
地
域
の
人
が
取
り
残
さ

れ
る
の
を
黙
っ
て
見
過
ご
す
訳
に
は

い
か
ん
け
ど
、
本
当
に
バ
ス
が
な
く

な
っ
た
ら
運
行
ダ
イ
ヤ
も
増
や
さ
ん

な
ん
。
私
ら
も
歳
取
っ
て
く
し
、
若

く
て
常
駐
で
き
る
運
転
手
が
ど
ん
だ

け
確
保
で
き
る
ん
か
」
と
話
す
池
岡
さ

ん
と
協
議
会
の
前
田
忠
さ
ん
。
運
行

の
担
い
手
が
地
域
の
実
情
を
良
く

知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
見
え
る
課
題

が
あ
り
、
取
り
組
め
る
解
決
策
が
あ
り

ま
す
。

　路線バスやコミュニティバス、タクシーなどの
公共交通は、高齢者や子どもなど自動車を運転
しない人にとって、なくてはならない交通手段で
す。これら生活の足である公共交通は、地域の
皆さんの利用があって守られています。
　大切な交通手段を将来にわたって守るために、
市は路線バスの赤字補てんを行って維持に努めて
います。地域の皆さんも、共に公共交通を守る
という意識を持って利用してください。

公立能登総合病院

脇線

花園口バス停

水上町バス停

七尾駅

バスやタクシーなどの公共交通を
利用しましょう

乗客に安全で安心なサービスが提供でき
るよう、運転者は国土交通大臣認定の
市町村運営有償運送の運転者を対象とし
た講習を受講しています。
関係法令の基礎的な知識や利用者が乗
車している時の運転の技術を習得しま
す。

水上線
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